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研究のねらい

アクティブ電波画像誘導方式の研究では、将来のステルス艦船等への対処を想定し、高度な信号処

理により目標及び海面等からの反射電波を画像化（アクティブ電波画像）し、低速かつ電波反射の弱い

目標であっても捜索・検知・追尾を可能とする技術の研究を行っている。

を実環境下で確認するために海上の船舶を目標として実施した

結果について紹介する。

 

研究内容
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